












国際会計基準審議会（International Accounting Standards Board; IASB）、およびアメリカ
の財務会計基準審議会（Financial Accounting Standards Board; FASB）における株式報酬取
引に関する現行ルール（1）では、（a）従業員ストック・オプション（Employee Stock Option; 
ESO）、（b）株式増価受益権（Stock Appreciation Rights; SAR）（2）、および（c）現金選択権付





































































































測定日としたうえで、負債としての SAR を再評価し、評価差額を SAR 関連の費用として計
上するとされている。
③小括
IASB および FASB における株式報酬取引に関する現行ルールでは、（a） ESO と（b） SAR
という、対価の異なる株式報酬取引間で異なる会計処理が規定されている。すなわち、（a）














ESO は負債に規定されることとなる。そこではまた、SAR と ESO との類似性にも関心が寄
せられている。すなわち、SAR は、権利行使日を測定日とした上で、負債としての SAR を
再評価し、評価差額を SAR 関連の費用として計上することとされているが、先に述べた諸









ESO および SAR が「株式報酬」として体系的に取り扱われているものの、導出されている
会計処理はそれぞれ異なっていることを確認した。しかし、現行ルールにおいて ESO と




























の多くを占めているとされる（Paton and Littleton 1940, 11; 中島訳 1958, 18; 井尻 1968, 111 な
ど）。そして、交換（取引）において発生した収益および費用は、交換時の対価額（取引価










































また、2 節において指摘したとおり SAR と、ESO とに同様の会計処理を適用すべきであ




























とおり、1990 年代以降の ESO に関する先行研究においても多く採用されている。これらの



















従業員と企業との間で労働サービスと ESO との交換契約が結ばれ、ESO が付与された時点








































5.1  外貨建取引における売上原価の測定方法― 一取引基準と二取引基準
本節では、4 節と同様、収益および費用の測定方法を複数抱える会計処理として、外貨建
取引に関する会計処理を取り上げる。外貨建取引とは、「売買価額その他取引価額が外国通
























































































































































































その一方で （b）Melcher（1973）では、最終的な ESO の価格が確定する権利行使日一時点
において、ESO 費用を再測定するという会計モデルが、また、（c）Ohlson and Penman
（2005）（2007）では、他の先行研究と同様、ESO はデリバティブの一種であるととらえ、金
融商品の一形態として取り扱う会計モデルが提案されているが、報酬費用については、あく









（1） 米国における SO に関する現行ルールは Accounting Standards Codification（ASC） Topic718 であるが、
本稿で扱う内容に関し、財務会計基準書改正第 123 号（FASB 2004）から主たる変更がないため、本稿




（2） SAR の決済方法としては、現金のほかにも、自社の株式、現金と自社の株式両方という 3 つの決済方法
が存在しうるが、本稿においては、現金決済されるものとして、以下議論を行うこととする。
（3） 本稿では、現金選択権付オプションに関する会計処理については、取り扱わないこととする。




（5） ここで、SAR に関する取引における決済日は、ESO に関する取引における権利行使日と同義である。











し入れなければならないとされている（FASB 2004, para.19; IASB 2009, paras.19-21）。
（10） Paton and Littleton(1940,24-29）では、交換時点と現金支出時点との間に時間的なズレが生じる場合に
は、原価は、現金支出額ではなく、あくまで交換時の対価額（公正価値）により測定されるべきと述べ
られている。




















































FASB（2004）における SAR に関する現行ルール、ならびに FASB（2007）では、ESO と SAR の類似性


















額をもって記録」（企業会計審議会 1999b, 一の 1）し、「決算時における換算によって生じた換算差額
は、原則として、当期の為替差損益として処理」（企業会計審議会 1999b, 一の 2(2)）し、「外貨建金銭
債権債務の決済 ( 外国通貨の円転換を含む。) に伴って生じた損益は、原則として、当期の為替差損益
として処理する」（企業会計審議会 1999b, 一の 3）と述べられている。
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